
レスキュースケジュール

15:00
集　計

16:00
閉会式　結果発表

12:30

昼休み　調　整

13:30

競技2回目　インタビュー

9:50

調　整

11:00

競技1回目　車　検　インタビュー

8:30
受　付　　　車　検

9:30
開会式　ミーティング
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1.ルールについて

・

・ 競技時間は8分とする。

・ パットは競技開始前に貼ること。

・

2.受付・車検について

・ 受付を9:30までに必ず済ませて下さい。

・ 車検はチームメンバー全員で、10時までに受けて下さい。

・

・ 車検項目は以下の3つ

①幅25㎝×高さ25㎝のゲートをくぐれる大きさの車体であること。

③スタート時に縦30㎝×横30㎝のタイルに収まる大きさの車体であること。

3.進行について

・

・

・ 競技時間の中でも、調整をすることが出来る。

4.チームプレゼンついて

・ 発表順は競技順とする。

・ チームプレゼン時間は3分。

・ ポスターの提出が義務付けられます。大会当日にご持参ください。

・ ポスターの大きさはA3サイズ1枚又はA4サイズ2枚で作成する。

・

・ チーム全員でロボットを持って参加すること。

前チームが競技終了後、2分以内に次のチームは競技開始すること。

(2分を超えたらタイムはスタートされます。)

②車体から出ている配線や部品が走行中に取れない様に固定又は処理されていること。

★NXTLineLeaderやレーザーは使用を禁止する。

無線通信機能を搭載しているロボットは、それが動作していないことを確認する。

次のチームは前のチームが競技開始後に審判からの説明を受けて準備しておくこと。

(集合してなくても審判からの呼出しはないので各自でチエックしておくこと。)

チームプレゼンでポスターを使って行う人は貼り出すポスターと別に用意する。

(ポスターは貼り出し用とチームプレゼン時の必要な枚数用意する)

プレゼンシートは10:00までに所定の場所に各自で貼り出すこと。

(インタビューでプレゼンシートを使うので3セット用意すること。)

車検の終わったロボットは車検済みのシールを貼り、シールを貼ったロボットから調整

コースを使うことが出来る。

レスキューチャレンジ

基本はロボカップジュニア公式2019ルールに従うが、いくつかのローカルルールが適応

される。



・ 審査員1名の持ち点は最大25点とする。

・

5.順位決定について

(1)から(5)の順で決定する。

(1)競技を2回実施し、2回の得点を足した合計が高い方から上位とする。

(2)ゴールした時間の早い方。

(3)被災者の救助に成功している個数が多い方が優位。

(4)競技進行停止の合計の回数が少ない方が優位

・ 競技点の高得点なチームから順に競技順位を決定する。

・ 同点の場合は、競技時間の短いチームを上位とする。

(競技時間内で選手よりリタイアを宣言された場合は競技時間はリタイヤした時の時間とする)

6.チームサポートについて

・

・

・ 選手以外の方は、調整時間ブース(パドック)には入らないで下さい。

7.その他

・ 貴重品の管理は個人で責任を持って行って下さい。

・ 交換用の電池はそれぞれで用意して下さい。

・ 昼食は、競技の合間、休憩時間に各自で食べて下さい。ゴミは持ち帰ること。

・ 飲食物をコンピーター用の机に持ち込む事は止めて下さい。

・ 写真の撮影は自由ですが、カメラのフラッシュは、ロボットのセンサーに影響を及ぼし

ますのでご遠慮下さい。

ロボットの改造やプログラミングは、選手自身が行うものですが、チームメンバー同士

のサポートを得る事は出来ます。

(保護者をはじめ20歳以上の方はご遠慮下さい。)

チームメンバーは、コンピューターを操作したり電池交換を手伝ったり競技進行の確認

をするなどのサポートが出来ます。

審査員2名の持ち点を平均値し4倍(満点40点)したものをプレゼン得点として、

競技点に加算する。


